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賴
度
を
高
め
、る
：と
と
-:
;
 

_.

は
^

5

管
理
上
必
墟
で
あ.
る
0:

夂
.
-

れ
は
單
控
經
營̂

部
の
間
題
の
み
で:■
■. 

は
な
く
し
て
、.

^
^
复
等
の
怒
や
に
も
财
康
の
撥
全
と
い
ふ
責
任
が
荐
す

.

. 

ろ)

^

で
あ
る
0
;

か
、
る
會
計
記
錄
に
於
け
.
る
虛
僞
及
誤
謬'を
生
ぜ
し
め
な. '.
. 

い
ょ
ぅ
に
オ
る'
た
め
に̂

部
索
制
0

^

巾3
2.

1
/.

9
6
<
3
5

が
行
ば
れ
るo
:,
.

ン
■-,

■然
し
屯
ら̂

部
索
制
ほ
單
に
會
計
上
の
_

虛
猶
及
誤
謬
を
妨
止
ず
.る
許
り
ノ
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で
な
く
、P

,#
內
部
に
於
げ
る
營
業
沾
励
に
索
制
し
合
い
尔
ら
統 

制
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
轷]1
1

で
あ
る
0

卽
ち
内
部
索
制
は「

ニ
名
以
上 

の
係
員
が
冏
時
に
同

一

の
^

^

や
不
芷
を
犯
す
こ
と
は
極
め
て
少
な
い

」 

と
1^
^

前
提
の
下
に
、
會
讣
上
の
分̂
辦
務
はm

獨
に
よ
つ
て
ふ
ー
ル
全
に
ハ
れ 

:
は
：れ
な
い
よ
ぅ
に
必
ず
他
の
八

〗

擔
染
務
を̂

じ.
て
遵
冗
的
ヽ
‘相
湖
的
に
行 

ン
は
れ
冷.
更.m

營
業
柄
動
に
於
け
る
；
®

能

間

，の

補

究

關

係

ヒ

於

い

て

も 

:

内
^

索

制

奪

見

，る
.U

.

と

が.
で
：き

る

の
-
で
：
あ

る:-0',
然

し.
乍

ら_
か
、
る
霖
能 

、'

(

間
の
索
制
又
ば
調
整.
.

^
。-
^,
^
!

^
^
.

へ
を
目̂

と
^

^

^

^

を
.以
つ
て 

謹

常

，
两
部
索
制
組
織
と
ぽ
傲
な
.
い
'.-
0
_錄

部

索

制

證

と

呼

ば

れ

る

と
 

.
V
J
ろ
，
の'も

の

は

：、
：
前

述

.
の
.如
く
虛
循
及
誤
課
を
肪
正
ず
る
封
的
を
以
つ
て 

單.
獨
にM

完
余
に
處
瑕
す
る
ど
な

W

よぅな會；

であり、へ

こ 

V

れ.
を
通.
じ
て
經
營
管
理
の
：た
冷
の
内
部
跋
査
.(In

t
e

r
n

a
lA

基

t
)

が
行 

:

は
れ
る
も
の
ゼ.
あ
を
。的
部
監
查
ね
つ
.

い
て.
は
1

す
^ ;

ど
：し
て
、§

統 

^

^

^

の
中
心
で
起
り
呔
戰
礎
で
あ
名
的
部
索
^

^

の
機
能
は
實
に
的 

部
統
制
の
だ
，め
の
會
計
資
料
の
信
賴
性
を
高
め
る
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共
に
外
部
監
査
に
於 

.
■け
る
監
査
計
畫
の
樹
立
め
恶
礙
を
與
へ
る
も
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セ
‘あ

る
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換

言

す

れ

ば

監
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；會
許
監
査
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當
つ
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監
蜜
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範
圍
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粗
の
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す
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づ
卿
部
索
制
組
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賴
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す
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あ
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營
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f

織
で.
あ
る
が
r
よ
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に
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內
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監
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の
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部
統
制
龃
織
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：
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叉
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な
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よ
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一
監
蜜
は
と
れ
を
拧
ふ
讀
が
命
業
内
部
の
名
の
；か
：、

.

：

)

或.
は_

外
部
の̂

;
':. 

の
か
：に.
よ.
つ.
て

內

遷

查

と

外

部■

避
に
分
け
ち
れ
智'̂

1

監
擧
は
自
：

) 

已
監
莶
で
あ
り
外
部
騄
杳
一
は
他
人
監
遂
で
あ
石
か
ぢ
そ
の
効

^

^

咸
に.
.

' 

バ
つ.
い
て
は
監
杳
の:̂ _

に
：よ
0

て
夬
々
興
る:0
勘
ち
業
務
監
查
は
經
營
活
.
_ 

:

.
_

の
監.
查.
を

意

味

す

：る
；
か

ら

鶴

暴

情

を

知

悉

じ

：た

|̂
:

已

監

奪

が

傲

れ

、
へ
' 

會
計
監
查
に
於
い
て
はf

務
諸
表
に.
つ
：
い
.
で

批

判
-̂,

待

つ

も

の

：：で
あ
を
赵
へ

' 

.

.
ら

ル

て

，第

三

奢

に

對

し

_

て
他
人
監
查
が#
0
:

廳

玄

生

膨
'1
;

得

蝥
.

玄

，
ィ 

.
へ
で
と
.
.
に

缓

監

耷

が：

投
資
渚
の
必
毁
が
ら
發
展
.

U"

だ
の
^

對_
し
、.-
咏

屋
.

'./ 

'
趂
は
經
營
1 ;

理
の
必
袈
に
傘
仇
す
べ
あ
；
|

^

の
％
©

ど
い.
ふ
：と

と

狀

館〜

 

る
。
然
し
^
ら
第
三
普
へ
へ
の
權
咸
の
主
張
钇
极
つ
て
时
部
監
杳
を
業
務
監 

査
の
み
■に
限
り
、
會
計
览
查
を
怠
つ
そ
は
纪
ら
な
い
-

と
勿
論
で
あ
る
尸',
.
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ノ.

的
部
驗
廣
味
經
營
管
现
の
た
め
た
知
の
电
心
た
る
會
計
記
錄
の
茁
粉
及
ン
，

.
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手
續
の
撳
證
と
^

に
於t

る̂

^

の
：敌
動'を
檢
討
し
_

批
判
し
、疏

' 

.
:

的
部
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■

と
：
そ
の
：
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■
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制
す
7
|
_
の
で
あ
る
？
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卽
ち
的
部
索
制
親
織
は
會
計
記
錄
の
虛
傲
及
課

|
|

,

を
防
止
し
、そ

の
JH

確
性
を
高
め
る
け
.れ
ど
も
そ
と
に
於
い
て
，は
監
査
し
日

.̂
 

る.
も
の
で
は̂

いo

ぼ

查.
は
會
計
記
敬
を
擔
當
す
る
當
事
者
以
.外
の
も
の 

.

に
よ
つX

行
は.
れ
な
，け
れ
ば
そ
Q

JE
'S

を
撤
證
し
ぞ
の
，効
果
を
達
す
る
と 

.-
;

と_.
は
充
分
ー
で
.

は.
な.
い
0
:

老

れ

：と
同
時
に
管
理
活
動
：̂

計
紐
織
を
直
接
通 

_
.

じ.
な
い
職'̂
に
對
し
：て
_

は
、
そ
の
.

活
動
の.
適
否
、.及

範

阖

と

營

計

畫

に
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'

通

す

ベ

：く
統
制
ず
る
ょ

.

と
が̂

耍
'

で
あ
り
、
眷

理

活

動

：の
結
果
を

|̂
1

斷 

，
す

る0.
一
 

般
に
と
の
監
衰
は
經
營
監
査
と
謂
は
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
經
營

'

.

藍
寒
と
い̂

目
葉
は
又S

部
監
査
、と
混
同
さ
れ
易
い̂.

ら
特
に
會
：

£

監

査_

.

■&

區.
別
し
て.
業
務
監
査
と
呼
ぶ
わ
け‘で
あ.
る
:0-

フ

'

.

.

.

.

兎
も.
あ
れ
的
部
監
查
：ゼ
内
部
索
制
と
は
同
じ
會
計
記
錄
ー
の
疋
確
性
を
期 

\;

す
る
も
の
，で
あ
：つ
、
て
も

〈

前
箸
が
會
計
組
織
の
直
接
ぬ
擔
常
者
以
外
の
も
.；
 

ぺ
の
：バ
遞
判
で
.

あ
る.
ヒ
對
し.
、
：後
署
は
脅
計
龃
織
に
於
け

.

る

戀
£

者
_の
檢
查 

へ
.

で.
そ
O'

記
錄
に
對
L-
て

批

判

す

る

と

：い
：ぅ
-

と

は

.
言

は

れ

な

い

.

.

.

の
，さ
あ
ノ 

;

る
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郎
ぢ
內
部
索
制
組
織
.

に
於
け
る
索
制
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.

(
c
h
e
c
k
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.

.
は
自
ら
，の
檢
' l
e
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_
 

あ
么
パ
監
奪
で
は
な
い
の
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：で
あ
るo 
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■從

；
つ

七

內

制

と

し

て

：
の

■

內

部
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:

查
は
，內
部
黠
齑
1

に.
ょ

つ

七
.

行
妹
れ
右
も
.

の.
で
あ'
つ
：て.
、

〈

.

會
計
監
査
ど
ン
' 

共
に
！
^

監
查
を
も
執
行
す
る
も
：の

'

で.
あ
る
0

.

,

'

ノ
'

'
/ ;.

'_

:
--,

っ
'
':

'

，
更

吟

つ

け

龙

ヘ

'て
置

き

た

；
い

i
と

は

的

部

監

查

が

間

接

的

な

；

2
^

統

制"

で
為
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と̂

#
 J

.

と.
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あK

3
0
.;

鬚

ぞ

歲
V
V
と
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監

査
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當
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着

E
|

渴

外

に

：
^:

つ(

て.
な

さ'
れ
、る'^
ぢ

直

接

に
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揮

巧
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な
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け
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內
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機
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實
行
機
關
^

は
な
ぐ
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て
ス
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。
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二
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内

部
齡

つ.
い
で
は
：：
1:.應
業
務
監
査
と
會
計
監
氧
の
種
類

^

^

:

つ
て
分
け
ら
れ
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ぅ
。：

た
だ
夫
々
の
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齡̂
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部
監
蜜
紙
織
ど
し
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制
鹿
化
す
る
た
め
に
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手
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の
計
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^
め

紐

織

に
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龙
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れ
る
と
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ろ
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ら
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る
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務
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關

す

る

欺

抵

を

細
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な
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.
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過
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る
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藥
務
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日
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^
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あ
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業
務
監
査
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先
に
も

p
ベ
た
如
ぐ
自
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査
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H
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ゐ
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f

が
奴
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.
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夫
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擔
當
實
行
機
關
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ス'タ
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統
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れ
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營

徵

た

^
5

務
會...O

ES
e
a
t

皆

：；_  co
u
n
ao

 

べ
に
お̂

て

斷

务

机^
の
於
知
る
。
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沿
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パ
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指
し
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蕻
技
術
標
準
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歎
絲
制
、
：
.紐
織
改 

'
■

善
、
麗
_

®
、
：，：人
窜
管
理
續
の
^
動
が
：金
業
の
目
標
と
計
，«
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卽
應
オ 

.T

 
く
實
ーS

能

め
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に

對1
ご
分
析
じ
線
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合
じ.
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批

判

ざ

れ
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斯
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如
く
業
務
監
査
は
賢
行
！
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に
於
坎
る
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常
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に
、
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間
接
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に
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監
査
す
る
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謂

含

，

1.ど
於
で̂:

尤
ぅ
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の
；監
査
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先
に
述
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會
又
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檢
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れ
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灌
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於
け
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檢
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れ
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